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(57)【要約】
【課題】１週間の予定に対応する１日毎の予定や結果を
詳細かつ速やかに記入可能であるとともに、これらを一
目で把握可能なリフィル用紙及びそれを備えた手帳を提
供する。
【解決手段】週前半予定欄７ａ及び週後半予定欄７ｂが
設けられた手帳６に対し，二つ折りされた状態で綴じら
れるリフィル用紙１であって、面１ａと、この裏側とな
る面１ｂと、側端縁１ｃに対して平行に設けられる折り
畳み線４と、を備え、面１ａ，１ｂには、折り畳み線４
と側端縁１ｃの間にそれぞれ区画５ａ，５ｃが設けられ
るとともに，側端縁１ｄと折り畳み線４の間にそれぞれ
区画５ｂ，５ｄが設けられ、週前半予定欄７ａに対応す
る曜日毎の１日欄２ａ～２ｃが、区画５ａ，５ｄに設け
られ、週後半予定欄７ｂに対応する曜日毎の１日欄２ｄ
～２ｇが、区画５ｃ，５ｂに設けられたことを特徴とす
る。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　見開きの中央部を挟んで左右の頁に，互いに曜日が異なる２種類の週間予定をそれぞれ
記載する第１の予定欄及び第２の予定欄が設けられた手帳に対し，前記中央部に平行に二
つ折りされた状態で綴じられるリフィル用紙であって、
　前記第１の予定欄に対して見開き状態となる第１の面と、
　この第１の面の裏側となる第２の面と、
　前記見開きの中央部に取り付けられる第１の側端縁に対して平行に前記第１の面及び前
記第２の面のそれぞれに設けられる折り畳み線と、を備え、
　前記第１の面及び前記第２の面には、いずれも前記折り畳み線と前記第１の側端縁の間
に第１の区画が設けられるとともに，前記第１の側端縁に平行な第２の側端縁と前記折り
畳み線の間に第２の区画が設けられ、
　前記第１の予定欄に対応する曜日毎の１日欄が、前記第１の面における前記第１の区画
及び、前記第２の面における前記第２の区画に設けられ、
　前記第２の予定欄に対応する曜日毎の１日欄が、前記第２の面における前記第１の区画
及び、前記第１の面における前記第２の区画に設けられたことを特徴とするリフィル用紙
。
【請求項２】
　前記第１の側端縁と前記第１の区画の間に設けられる綴じ代と、
　この綴じ代と前記第１の区画の間で切り離し可能に形成される第１の切り離し線と、
　前記第１の区画と前記第２の区画の間で切り離し可能に形成される第２の切り離し線と
、
　前記第１の区画と前記第２の区画のうち少なくともいずれか一方を分割可能に，前記折
り畳み線に対して直交するように形成される第３の切り離し線と、
　を備えたことを特徴とする請求項１記載のリフィル用紙。
【請求項３】
　前記第２の区画に記載された内容の見出しが記載され，前記第２の区画の周縁部に外方
へ突出するように取り付けられるタグを備えたことを特徴とする請求項１又は請求項２に
記載のリフィル用紙。
【請求項４】
　請求項１乃至請求項３のいずれか１項に記載のリフィル用紙を備えたことを特徴とする
手帳。
　
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、折り畳み構造を有するリフィル用紙、及びそれを綴じ込んだ手帳に係り、特
に、１週間の予定に対応する１日毎の予定や結果を詳細かつ速やかに記入可能なリフィル
用紙及びそれを備えた手帳に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、予定記入用の手帳においては、月、週又は一日毎の記入欄を備えた用紙がそれぞ
れ離れたページにまとめられて綴じ込まれていることが多い。しかし、このような手帳で
は、週の予定と１日の予定を同時に開いて確認することができない。また、一日毎の記入
欄が小さ過ぎる場合にはその日の全予定を書き込むことが困難なため、別の余白に記入す
ることとなる。さらに、感想や議事録等を記入しようとした場合、そのスペースがないた
め、別個に手帳が必要となる。すなわち、上記いずれの場合においても、必要事項を記入
し難かったり、内容の確認に手間取ったりするという問題が生じていた。そこで、近年、
記入や確認を容易に行うことができる手帳について様々な研究や開発が行われており、そ
れに関して既に幾つかの発明や考案が開示されている。
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【０００３】
　例えば、特許文献１には、「手帳」という名称で、手帳の見返しに帯状の年間スケジュ
ール表記部が折り畳まれた手帳に関する考案が開示されている。
　特許文献１に開示された考案は、見開きに週間又は月間スケジュールの頁を設けた手帳
において、見返しの側縁部に帯状の年間スケジュール表記部を連成し、週間又は月間スケ
ジュールと同じ側の面に年間スケジュールを表記し、この表記部を交互に折り返して蛇腹
状に折り畳んだことを特徴とする。
　このような構造によれば、年間スケジュールと週間又は月間スケジュールとを横に並べ
た状態で開いておくことができる。従って、これらを一緒につき合わせて確認することが
できる。
【０００４】
　また、特許文献２には、「スケジュール用紙及び該スケジュール用紙を備えた手帳」と
いう名称で、１日の予定と複数日に亘っての予定とが記入可能であり、左右に折り畳まれ
る構造のスケジュール用紙及びこのスケジュール用紙を備えた手帳に関する発明が開示さ
れている。
　特許文献２に開示された発明は、１枚の用紙の内に複数日に亘っての予定や結果を記入
する期間管理欄と、１日の予定や結果を記入する１日管理欄とを備えることを特徴とする
。
　このような構造のスケジュール用紙及び該スケジュール用紙を備えた手帳においては、
記入された１日又は複数日に亘っての予定を一目で把握することができる。また、ページ
間に亘っての予定であっても記入し易いため、使い勝手の良い手帳とすることが可能であ
る。
【０００５】
　さらに、特許文献３には、「手帳、及び手帳用リフィル用紙」という名称で、自己実現
を達成するための目標を書き込み可能な，ピラミッド記入用紙を備える手帳に関する発明
が開示されている。
　特許文献３に開示された発明は、ピラミッド形状の枠と、この枠内を上段、中断、下段
に分割する横方向の罫線と、上段から下段に行くほど多くの項目を記入することができる
ように中段及び下段を分割する縦方向の罫線を有するピラミッド記入用紙を備えることを
特徴とする。
　このような構造の手帳、及び手帳用リフィル用紙においては、複数の項目からなる目標
を段階的にバランスよくまとめることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】実登第３１１３６６７号公報
【特許文献２】特開２００６－３４６８９２号公報
【特許文献３】特開２００６－１０３００８号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００７】
　特許文献１に開示された考案においては、見返しに連成された年間スケジュールに記入
する場合には、面の位置によっては別途、机等が下敷きとして必要となって来るため、手
軽に用いられるべき手帳であるにもかかわらず、使用場所が制限され不便である。
【０００８】
　また、特許文献２に開示された発明においては、用紙の１ページに計１週間分の１日管
理欄が設けられているため、各欄が小さくなってしまい、わずかな文字数しか記入できな
い。この場合、内容によっては記載不足となるおそれがある。また、下敷きを別途、必要
とする場合があり、特許文献１に開示された考案と同様の課題を有している。
【０００９】
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　特許文献３に開示された発明においては、ピラミッド記入用紙に記入するにはやりたい
ことリストに予め記載した内容を転記する必要があったり、４種類のＴｏＤｏリスト用紙
に記載した「繰り返し行うべき行動」を本日のスケジュール用紙に転記する必要があった
りするなど、使用方法が煩雑である。このうち、後者の場合については、週間ＴｏＤｏリ
スト用紙を構成する「毎週繰り返し行うべき行動計画」が、本日のスケジュール用紙に向
けて綴じられるものがあり、この本日のスケジュール用紙は日付毎に１ページ分が割り当
てられる旨が記載されている。この場合、本日分だけで７枚の用紙が積層されていなけれ
ばならないため、週間ＴｏＤｏリストの内容と本日のスケジュール用紙の内容とを速やか
に把握することが困難である。
【００１０】
　本考案は、このような従来の事情に対処してなされたものであり、１週間の予定に対応
する１日毎の予定や結果を詳細かつ速やかに記入可能であるとともに、これらを一目で把
握可能なリフィル用紙及びそれを備えた手帳を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するため、請求項１記載の考案に係るリフィル用紙は、見開きの中央部
を挟んで左右の頁に，互いに曜日が異なる２種類の週間予定をそれぞれ記載する第１の予
定欄及び第２の予定欄が設けられた手帳に対し，中央部に平行に二つ折りされた状態で綴
じられるリフィル用紙であって、第１の予定欄に対して見開き状態となる第１の面と、こ
の第１の面の裏側となる第２の面と、見開きの中央部に取り付けられる第１の側端縁に対
して平行に第１の面及び第２の面のそれぞれに設けられる折り畳み線と、を備え、第１の
面及び第２の面には、いずれも折り畳み線と第１の側端縁の間に第１の区画が設けられる
とともに，第１の側端縁に平行な第２の側端縁と折り畳み線の間に第２の区画が設けられ
、第１の予定欄に対応する曜日毎の１日欄が、第１の面における第１の区画及び、第２の
面における第２の区画に設けられ、第２の予定欄に対応する曜日毎の１日欄が、第２の面
における第１の区画及び、第１の面における第２の区画に設けられたことを特徴とする。
【００１２】
　このような構造のリフィル用紙によれば、第１の面における第１の区画を第１の予定欄
と見開きにした状態で折り畳み線での二つ折りの仕方を逆にすると、第２の面における第
２の区画が第１の予定欄と見開きの状態になるという作用を有する。例えば、第１の予定
欄に月曜日～水曜日の予定が記載され、第１の面における第１の区画に月曜日及び火曜日
の１日欄が設けられ、第２の面における第２の区画に水曜日の１日欄が設けられ、第１の
面上の折り畳み線で山折りにされている場合、第１の予定欄に記載の月曜日及び火曜日の
予定と、第１の面における月曜日及び火曜日の１日欄とが同時に視認可能となる。これに
対し、第２の面上の折り畳み線が山折りになるように二つ折りの仕方を逆にすると、第１
の予定欄に記載の水曜日の予定と、第２の面における水曜日の１日欄とが同時に視認可能
となる。そして、第２の面における第１の区画を第２の予定欄と見開きにした状態で折り
畳み線での二つ折りの仕方を逆にした場合には、第１の面における第２の区画が第２の予
定欄と見開きの状態になるという作用を有する。
【００１３】
　また、請求項２記載の考案は、請求項１記載のリフィル用紙において、第１の側端縁と
第１の区画の間に設けられる綴じ代と、この綴じ代と第１の区画の間で切り離し可能に形
成される第１の切り離し線と、第１の区画と第２の区画の間で切り離し可能に形成される
第２の切り離し線と、第１の区画と第２の区画のうち少なくともいずれか一方を分割可能
に，折り畳み線に対して直交するように形成される第３の切り離し線と、を備えたことを
特徴とする。
　このような構造のリフィル用紙においては、請求項１に記載の考案の作用に加えて、第
２の切り離し線を端縁から第３の切り離し線まで切り離すとともに，第３の切り離し線を
第２の側端縁から第２の切り離し線まで切り離すことにより、第２の区画の一部のみが切
り離されるという作用を有する。また、第１の切り離し線及び第２の切り離し線を端縁か
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ら第３の切り離し線まで切り離すとともに，第３の切り離し線を第１の切り離し線から第
２の切り離し線まで切り離すことにより、第１の区画の一部のみが切り離されるという作
用を有する。
【００１４】
　請求項３記載の考案は、請求項１又は請求項２記載のリフィル用紙において、第２の区
画に記載された内容の見出しが記載され，第２の区画の周縁部に外方へ突出するように取
り付けられるタグを備えたことを特徴とする。
　このような構造のリフィル用紙においては、請求項１又は請求項２に記載の考案の作用
に加えて、見出しによりリフィル用紙が二つ折りの状態のままで第２の区画に記載された
内容が視認可能となる。また、このとき、突出するタグを摘んで二つ折りのリフィル用紙
を開くと、目的の内容を容易に確認できる状態となる。
【００１５】
　請求項４記載の考案である手帳は、請求項１乃至請求項３のいずれか１項に記載のリフ
ィル用紙を備えたことを特徴とする。
　このような構造の手帳においては、請求項１乃至請求項３のいずれか１項に記載の考案
と同様の作用を有する。
【考案の効果】
【００１６】
　以上説明したように、本考案の請求項１記載のリフィル用紙によれば、折り畳み線での
二つ折りの仕方を変えることで、第１の予定欄に対して第１の面における第１の区画及び
第２の面における第２の区画のうちのいずれかが見開きとなり、又は第２の予定欄に対し
て第２の面における第１の区画及び第１の面における第２の区画のうちのいずれかが見開
きとなるため、手帳の見開きに記載された週間予定と，これに対応する１日欄を一目で確
認することができる。すなわち、手帳をめくらずに、目的とする１日欄の内容を容易かつ
速やかに把握できるため、使い勝手が良い。さらに、この１日欄には、その日に関する詳
細な内容を記入できるため、わざわざ他のページに記入したり、別の手帳を用意したりす
る必要がない。従って、使用者はストレスを感じることなく、手帳を利用することができ
る。また、手帳が一冊で済むため、持ち運びや内容の確認が容易である。
【００１７】
　本考案の請求項２記載のリフィル用紙によれば、請求項１記載の考案の効果に加えて、
ページ中の必要な個所のみを切り離して使用したり、不要になった個所のみを切り離して
破棄したりすることができる。
【００１８】
　本考案の請求項３記載のリフィル用紙によれば、請求項１又は請求項２に記載の考案の
効果に加えて、リフィル用紙が二つ折りの状態であっても目的とする１日欄を素早く探し
出すことが可能となる。また、タグを摘むことで、このリフィル用紙を二つ折りにしたり
、開いたりする操作を容易に行うことができる。特に、記入や確認の作業を急いで行う必
要がある場合には、使い勝手が良い。
【００１９】
　本考案の請求項４記載の手帳においては、請求項１乃至請求項３のいずれか１項に記載
の考案と同様の効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】（ａ）及び（ｂ）はそれぞれ本考案の実施の形態に係るリフィル用紙の実施例の
平面図である。
【図２】（ａ）乃至（ｄ）はそれぞれ本実施例のリフィル用紙が手帳に綴じられた状態を
示す外観斜視図である。
【図３】（ａ）及び（ｂ）はそれぞれ本実施例のリフィル用紙に設けられる１日欄の平面
図である。
【図４】本実施例のリフィル用紙の変形例１を示す平面図である。
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【図５】（ａ）乃至（ｄ）は本実施例のリフィル用紙の変形例２を示す外観斜視図である
。
【図６】本考案の実施の形態に係る手帳の実施例を示す外観斜視図である。
【考案を実施するための形態】
【実施例】
【００２１】
　本考案の実施の形態に係るリフィル用紙の実施例について、図１及至図５を用いて詳細
に説明する（主に、請求項１及至請求項３に対応）。なお、図１で示した構成要素につい
ては図２及至図５においても同一の符号を付して、その説明を省略する。
　図１（ａ）及び図１（ｂ）に示すように、リフィル用紙１は矩形状の紙片からなり、そ
の大きさは手帳６（図２参照）の２ページ分に相当する。なお、手帳６は見開きに週間予
定欄を備えている。また、本実施例では便宜上、リフィル用紙１の両面のうち、手帳６の
左ページ６ａに対して面１ａが見開き状態となり、面１ａの裏面となる面１ｂが手帳６の
右ページ６ｂに対して見開き状態となるものとする。
【００２２】
　図１（ａ）に示すように、リフィル用紙１は、略同一の大きさに区切られた複数の１日
欄２と、綴じ代３と、折り畳み線４によって構成されている。すなわち、リフィル用紙１
の面１ａには、４日分の１日欄２が設けられるとともに、綴じ代３がリフィル用紙１の側
端縁１ｃに沿って設けられている。また、折り畳み線４は、面１ａ，１ｂにおいてリフィ
ル用紙１の横方向の略中央に側端縁１ｃと平行に設けられており、リフィル用紙１の面１
ａ，１ｂは折り畳み線４，４を中心としてそれぞれ左右に区切られ、面１ａでは折り畳み
線４と綴じ代３によって挟まれた領域に月曜結果２ａ及び火曜結果２ｂからなる区画５ａ
が設けられ、折り畳み線４とリフィル用紙１の側端縁１ｄによって挟まれた領域に土曜結
果２ｆ及び日曜結果２ｇからなる区画５ｂが設けられている。そして、図１（ｂ）に示す
ように、面１ｂでは折り畳み線４と綴じ代３によって挟まれた領域に木曜結果２ｄ及び金
曜結果２ｅからなる区画５ｃが設けられ、折り畳み線４とリフィル用紙１の側端縁１ｄに
よって挟まれた領域に水曜結果２ｃ及び余白欄２ｈからなる区画５ｄが設けられている。
なお、リフィル用紙１は折り畳み線４に沿って谷折り又は山折りにされた場合でも手帳６
から外にはみ出さない構造となっている。
【００２３】
　図２（ａ）乃至図２（ｄ）に示すように、リフィル用紙１は、再剥離再接着可能又は再
剥離再接着不可能に接着剤や粘着テープ等により綴じ代３が手帳６の見開きの中央部に寄
せて接着されている。そして、手帳６の左ページ６ａには月曜日～水曜日の予定を記入す
るための週前半予定欄７ａが設けられ、右ページ６ｂには木曜日～日曜日の予定を記入す
るための週後半予定欄７ｂが設けられている。従って、リフィル用紙１の面１ａの折り畳
み線４を山折りにすると、図２（ａ）に示すように区画５ａと週前半予定欄７ａが見開き
状態となり、面１ｂの折り畳み線４を山折りにすると、図２（ｂ）に示すように区画５ｄ
と週前半予定欄７ａが同様の見開き状態となる。また、図２（ｃ）は面１ｂの折り畳み線
４を山折りにして区画５ｃと週後半予定欄７ｂが見開きとなった状態を示し、図２（ｄ）
は面１ｂの折り畳み線４を谷折りにして区画５ｂと週後半予定欄７ｂが見開きとなった状
態を示している。なお、面１ｂの折り畳み線４で山折りにすることは、面１ａの折り畳み
線４で谷折りにすることに相当する。
【００２４】
　図３（ａ）は１日欄２のうちの月曜結果２ａを示したものであり、図３（ｂ）は１日欄
のうちの余白欄２ｈを示したものである。図３（ａ）に示すように、月曜結果２ａは縦罫
線８及び横罫線９によって区分けされ、項目毎に複数の枠欄１０が形成されている。そし
て、それぞれの枠欄１０内には、上方に項目の記載内容を示す欄見出し１０ａが設けられ
ている。一方、余白欄２ｈは、図３（ｂ）に示すように横罫線９によって区分けされてい
る。なお、他の構成は月曜結果２ａと同様である。また、火曜結果２ｂ～日曜結果２ｇに
ついても月曜結果２ａと同様に構成されている。
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【００２５】
　このような構造のリフィル用紙１においては、面１ａの折り畳み線４で山折りにすると
週前半予定欄７ａと区画５ａとが見開き状態になるという作用を有する。これにより、月
曜日及び火曜日の週予定と、月曜結果２ａ及び火曜結果２ｂが一目で視認可能な状態とな
る。次に、面１ｂの折り畳み線４で山折りにすると、週前半予定欄７ａと区画５ｄとが見
開き状態になり、水曜日の週予定と、水曜結果２ｃ及び余白欄２ｈが一目で視認可能な状
態となる。また、面１ａの折り畳み線４で山折りにしたまま区画５ｄを週前半予定欄７ａ
側へ倒すと、週後半予定欄７ｂと区画５ｃとが見開き状態になり、木曜日及び金曜日の週
予定と、木曜結果２ｄ及び金曜結果２ｅが一目で視認可能な状態となる。この状態で折り
畳み線４での折り返しを逆にすると、週後半予定欄７ｂと区画５ｂとが見開き状態になり
、土曜日及び日曜日の週予定と、土曜結果２ｆ及び日曜結果２ｇが一目で視認可能な状態
となる。さらに、月曜結果２ａ～日曜結果２ｇのいずれにおいても、項目毎に複数の枠欄
１０が形成されていることから、その日に起こった出来事、感想又は議事録等の多岐に亘
る内容を明瞭に整理することができる。そして、水曜結果２ｃの下方に設けられた余白欄
２ｈは、自由意見などを記入するスペースとしての機能を有する。
【００２６】
　以上説明したように、本実施例のリフィル用紙１によれば、折り畳み線４での二つ折り
の仕方を変えることで、手帳６の見開きにおける週前半予定欄７ａに対して面１ａの月曜
結果２ａと火曜結果２ｂ及び面２ｂの水曜結果２ｃと余白欄２ｈのうちのいずれかが見開
きとなり、又は週後半予定欄７ｂに対して面２ｂの木曜結果２ｄと金曜結果２ｅ及び面１
ａの土曜結果２ｆと日曜結果２ｇのうちのいずれかが見開きとなるため、手帳の見開きに
記載された週間予定と，これに対応する１日欄２を一目で把握することが可能である。ま
た、同一週であれば、手帳６をめくることなく、その週予定に対応する所望の１日欄２の
内容を速やかに把握できるため、非常に使い勝手が良い。さらに、リフィル用紙１は折り
畳まれた状態でも手帳６からはみ出さないため、水曜結果２ｃ、余白欄２ｈ、土曜結果２
ｆ及び日曜結果２ｇに文字等を記入する際に、手帳６自体が下敷きとして機能するため、
携帯性に優れている。
【００２７】
　そして、１日欄２は、リフィル用紙１の全面を４分割した大きさと略等しく、１日分の
内容を記入するスペースとして十分な大きさを有しているため、必要な内容をすべて記入
することができる。従って、使用者は使用に際してストレスを感じることがない。また、
１日欄２のスペースが不足した場合には余白欄２ｈを利用することで、予定の抜け落ちな
どを防止することができる。加えて、感想や議事録等を記入したい場合にも、別の手帳や
ノートを持ち歩く必要がないため、使用者の負担が軽減される。さらに、１日欄２は項目
毎に明瞭に整理されており、しかも欄見出し１０ａが設けられているので、記入する際に
便利であるだけでなく、後から確認する際も内容を容易に確認することができる。
　また、リフィル用紙１は綴じ代３が再剥離再接着可能又は再剥離再接着不可能のいずれ
かの状態で手帳６に接着されている。従って、前者の場合には、手帳６の必要な見開きの
みにリフィル用紙１を接着したり、書き損じの場合に容易に破棄したりできる。また、後
者の場合には、手帳６を長期間使用してもリフィル用紙１が手帳６から脱落し難いという
メリットがある。
【００２８】
　なお、本考案のリフィル用紙は本実施例に示す構造に限定されない。例えば、リフィル
用紙１は縦長又は横長のいずれでも良く、その大きさは手帳６の１ページ程度のものであ
っても良い。また、左ページ６ａに月曜日～木曜日の週前半予定欄７ａが表記され、右ペ
ージ６ｂに金曜日～日曜日の週後半予定欄７ｂが表記された手帳の場合において、１日欄
２の配列を変更することもできる。すなわち、第１区画５ａは変更せずに、区画５ｄの水
曜結果２ｃの直後を木曜結果２ｄとして、以降の曜日を順に繰り上げるとともに、余白欄
２ｈを区画５ｂの日曜結果２ｇの直後に移動させても良い。あるいは、週の開始が日曜日
となっている手帳において、１日欄２の配列を変更することもできる。さらに、手帳６は
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右綴じ又は左綴じのいずれであっても良い。このように１日欄２の配列は、週前半予定欄
７ａ及び週後半予定欄７ｂと対応している限り上記以外の配列であっても良い。また、左
ページ６ａ及び右ページ６ｂには、必ずしも週前半予定欄７ａ及び週後半予定欄７ｂをそ
れぞれ設ける必要はない。すなわち、１週間の全ての曜日を互いに重ならないように２種
類のグループに分け、各グループを手帳６の見開きの左ページ６ａと右ページ６ｂにそれ
ぞれ設けても良い。ただし、リフィル用紙１には、手帳６の左ページ６ａ又は右ページ６
ｂにそれぞれ記入される曜日の予定に対応する内容を記入可能に，１日欄２が設けられる
ものとする。また、手帳６は週予定欄に加えて月予定欄を備えたものでも良い。さらに、
枠欄１０の位置や大きさ及び欄見出し１０ａは図３に示す場合に限らず、適宜変更可能で
ある。
【００２９】
　次に、本実施例の変形例１について図４を用いて説明する。
　図４に示すように、リフィル用紙１１ａは、リフィル用紙１において、ミシン目状に形
成された切り離し線１２ａ～１２ｃと、綴じ代３に穿設された６個の綴じ孔１３を備えた
ことを特徴とする。切り離し線１２ａは、綴じ代３と区画５ａ，５ｃとの境界に，側端縁
１ｃに対して平行に設けられている。また、切り離し線１２ｂは折り畳み線４の位置に設
けられ、切り離し線１２ｃはリフィル用紙１１ａの縦方向の略中央に切り離し線１２ａか
ら側端縁１ｄまで，折り畳み線４に対して直交するように設けられている。
【００３０】
　このような構造のリフィル用紙１１ａにおいては、切り離し線１２ｂを上端縁１ｅ及び
下端縁１ｆのいずれか一方から切り離し線１２ｃまで切り離すとともに，切り離し線１２
ｃを側端縁１ｄから切り離し線１２ｂまで切り離すことにより、区画５ｂ，５ｄの一部の
みが切り離されるという作用を有する。また、切り離し線１２ａ及び切り離し線１２ｂを
上端縁１ｅ及び下端縁１ｆのいずれか一方から切り離し線１２ｃまで切り離すとともに，
切り離し線１２ｃを切り離し線１２ａから切り離し線１２ｂまで切り離すことにより、区
画５ａ，５ｃの一部のみが切り離されるという作用を有する。従って、１日欄２の全体又
はその一部を切り離して容易に他のページへ移動させたり、破棄したりすることができる
。特に、１日欄２の全体が切り離し可能である点は、後述の製本された手帳に用いられる
場合に便利である。さらに、綴じ孔１３を用いることで、環状取付具を有する手帳に対す
る綴じ込みや取り外しが容易となる。なお、切り離し線１２ａ～１２ｃは、必ずしもすべ
てが設けられていなくても良い。また、綴じ孔１３を備えないリフィル用紙１に対して切
り離し線１２ａ～１２ｃが設けられた構造であっても良い。さらに、切り離し線１２ｂは
折り畳み線４と異なる位置に設けられていても良い。加えて、切り離し線１２ｃは複数の
１日欄２のいずれかを切り離し可能であれば良いため、切り離し線１２ｃの位置はリフィ
ル用紙１１ａの縦方向の略中央でなくとも良く、また、切り離し線１２ａから側端縁１ｄ
まで設けられていなくても良い。そして、切り離し線１２ｃは区画５ａ，５ｃと区画５ｂ
，５ｄにおいて段違いの状態で設けられても良い。さらに、綴じ孔１３の個数は６個に限
らず、適宜変更可能である。
【００３１】
　本実施例の変形例２について図５を用いて説明する。
　図５（ａ）及至図５（ｄ）に示すように、リフィル用紙１１ｂは、リフィル用紙１にお
いて、上方へ突出するようにタグ１４が上端縁１ｅに取り付けられたものである。タグ１
４は、横長の長方形状をした小紙片であって、側端縁１ｄと上端縁１ｅとの角部付近に接
着されている。また、タグ１４の両面にはそれぞれ区画５ｂ，５ｄに設けられた１日欄２
の日付を記入するためのタグ見出し１４ａ，１４ａが設けられている。なお、図５（ａ）
及び図５（ｂ）はリフィル用紙１１ｂを面１ａにおける折り畳み線４で山折りにした状態
を示している。そして、図５（ａ）は月曜結果２ａ側からタグ１４を見た図であり、図５
（ｂ）は図５（ａ）を裏返した土曜結果２ｆ側から見た図である。また、図５（ｃ）及び
図５（ｄ）はリフィル用紙１１ｂを面１ｂの折り畳み線４で山折りにした状態を示してお
り、図５（ｃ）は水曜結果２ｃ側から見た図であり、図５（ｄ）は図５（ｃ）を裏返した



(9) JP 3169967 U 2011.8.25

10

20

30

40

50

木曜結果２ｄ側から見た図である。
【００３２】
　このような構造のリフィル用紙１１ｂにおいては、タグ見出し１４ａによって折り畳み
線４を山折り又は谷折りのいずれに折り畳んだ場合であっても、二つ折りの状態のままで
区画５ｂ，５ｄに設けられた１日欄２に対応する日付を視認できる。また、タグ１４はリ
フィル用紙１１ｂの上端縁１ｅから上方に突出しているため、これを摘まむことで二つ折
りのリフィル用紙１１ｂが容易に展開される。これにより、目的の１日欄２を素早く探し
出すことができる。従って、記入や確認の作業を急いで行う必要がある場合には、特に使
い勝手が良い。
　なお、タグ１４は、横長の長方形状以外の形状であっても良い。また、上端縁１ｅであ
れば、角部付近以外に設けられていても良い。さらに、リフィル用紙１１ｂの代わりにリ
フィル用紙１１ａがタグ１４を備えた構造であっても良い。加えて、タグ見出し１４ａに
は１日欄２のそれぞれの曜日が記入されていても良く、また、タグ１４に１日欄２の記載
内容を確認するためのチェック欄が設けられても良い。さらに、タグ１４はリフィル用紙
１１ｂと一体に形成されていても良い。
【００３３】
　本実施例のリフィル用紙１を備えた手帳について、図６を用いて詳細に説明する（主に
、請求項４に対応）。
　図６に示すように、手帳１５は、積層体１５ａが表紙１５ｄ及び背１５ｅにより外装さ
れ、一冊に製本されたものである。そして、積層体１５ａは、一方の面に週前半予定欄７
ａが設けられ，他方の面に週後半予定欄７ｂが設けられた週用リフィル用紙（図示せず）
とリフィル用紙１を、手帳６と同様なページ構成に従い、手帳１５の使用期間内に最低限
必要な枚数を重ね合わせて形成されている。また、綴じ部１５ｂにおいて各用紙の綴じ代
が背１５ｅと接着剤により固着されており、小口１５ｃには、積層体１５ａを月毎に区別
可能な複数のインデックスマーク１６ａが階段状に並設され、各インデックスマーク１６
ａに隣接してその月を示すインデックス文字１６ｂが併記されている。なお、手帳１５は
１年間用であって、それぞれ１２個のインデックスマーク１６ａが設けられるとともに，
１２個のインデックス文字１６ｂが表記されている。
【００３４】
　このような構造の手帳１５においては、前述のリフィル用紙１の作用及び効果が同様に
発揮される。また、月毎に区別可能なインデックスマーク１６ａ及びインデックス文字１
６ｂを備えているため、目的とする月のページを速やかに開くことができる。さらに、前
述のタグ１４及びタグ見出し１４ａを備えている場合には、その月の目的とする日付を一
目で把握できる。
【００３５】
　以上説明したように、手帳１５によれば、最低限必要な枚数を備えた手帳として予め完
成されているため、積層体１５ａ内にリフィル用紙１を後から綴じ込む必要がない。従っ
て、リフィル用紙１を綴じ込む作業を行うことなく、手帳１５をすぐに使い始めることが
できる。また、リフィル用紙１を後から追加することもできるため、使用者の記入量等に
応じてページ数を適宜調整することが可能である。
【００３６】
　なお、手帳１５は図６に示した構造に限定されない。例えば、積層体１５ａに綴じ孔１
３が設けられている場合には、リフィル用紙１の代わりにリフィル用紙１１ａを用いるこ
ともできる。また、手帳１５は１年間用でなくても良く、インデックスマーク１６ａ及び
インデックス文字１６ｂの各個数は１２個以外でも良い。さらに、インデックス文字１６
ｂはインデックスマーク１６ａに重ねて表記されていても良い。あるいは、積層体１５ａ
を既成の手帳に対して取り付けることもできる。
【産業上の利用可能性】
【００３７】
　請求項１乃至請求項４に記載された考案は、１日の予定や結果を記入する手帳用リフィ
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ル用紙又は手帳に対して適用可能である。
【符号の説明】
【００３８】
　１…リフィル用紙　１ａ，１ｂ…面　１ｃ，１ｄ…側端縁　１ｅ…上端縁　１ｆ…下端
縁　２…１日欄　２ａ…月曜結果　２ｂ…火曜結果　２ｃ…水曜結果　２ｄ…木曜結果　
２ｅ…金曜結果　２ｆ…土曜結果　２ｇ…日曜結果　２ｈ…余白欄　３…綴じ代　４…折
り畳み線　５ａ～５ｄ…区画　６…手帳　６ａ…左ページ　６ｂ…右ページ　７ａ…週前
半予定欄　７ｂ…週後半予定欄　８…縦罫線　９…横罫線　１０…枠欄　１０ａ…欄見出
し　１１ａ，１１ｂ…リフィル用紙　１２ａ～１２ｃ…切り離し線　１３…綴じ孔　１４
…タグ　１４ａ…タグ見出し　１５…手帳　１５ａ…積層体　１５ｂ…綴じ部　１５ｃ…
小口　１５ｄ…表紙　１５ｅ…背　１６ａ…インデックスマーク　１６ｂ…インデックス
文字

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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